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 山梨県上空での米軍機による空中給油に対し、米軍に抗議し、 

  県民の安全を守る知事として中止を要請することを求めます。 

 

              日本共産党山梨県委員会 委員長  花田 仁 

                   県議会議員       名取 泰 

                               菅野幹子 

                    

 甲府市の住民から、「6月 15日木曜日に山梨県上空を米軍機が飛行し、空中給

油を行った可能性がある」と情報提供があり、その後の新聞報道によれば、山

梨県は防衛省南関東防衛局に情報を提供し、「県民が不安を感じることがないよ

う、安全に配慮してほしい」と口頭で申し入れたと報道されています。 

空中給油は給油機と戦闘機が同じ速度で飛行し、空中でパイプをつなぐ難度

が高い作業で失敗のリスクが高く危険です。2017 年の国会答弁で「空中給油訓

練は陸地から離れた海域の上空でしか行わない、陸地の上空では実施しないと

確認した」と明言しており、この答弁は現在も適用すると昨年の国会で答弁し

ています。 

空中給油については昨年 3 月から山梨県上空での飛行が目撃され、６月、９

月 12月にも目撃され、３月の飛行は米軍も実施を認めています。市街地を含む

地域上空での空中給油が常態化しています。 

昨年、空中給油について日本共産党は、山梨県に「米軍に抗議と中止の要請

を」と求めました。山梨県は防衛省に確認し、回答を得ましたが、「引き続き、

米軍の運用情報などを求めていく」とだけで抗議も中止を求めることもしませ

んでした。危険な空中給油を容認するような山梨県の姿勢が米軍機の空中給油

の常態化させている一因でもあります。 

危険な空中給油は、ひとたび事故をおこせば、甚大な被害となります。陸地

上空では実施しないという国会答弁と矛盾しています、山梨県の申し入れの「県

民が不安を感じないよう、安全に配慮してほしい」では、飛行を容認したこと

になります。 

山梨県として、県民の命、安全を守るために、米軍機の危険な空中給油の実

施に抗議し、空中給油の中止を求めるよう要請します。 


